
・先輩看護師の見様見真似で技術を行うのではなく、原理を再確認し行って欲しい
・早い時期に学習会を行うことで、自信を持って移乗の介助を行うことができるようになって欲しい
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札幌医科大学附属病院

看護キャリア支援センター

今年度は新規採用看護職員を69名迎えました。入
職後3ヶ月が経過し、いろいろなことに慣れてきた
頃ではないでしょうか。新人看護職員研修では、
「フィジカルアセスメントⅠ」や「導尿、膀胱留
置カテーテルの挿入と管理」の研修が終了し、今
後は「多重課題」「フィジカルアセスメントⅡ」
など看護技術だけではなく、アセスメントを含め
た行動調整や、ケアの方法についての研修が待っ
ています。集合研修では一回り大きくなった新人
の皆さんに会えるのを楽しみにしています！

札幌医科大学附属病院看護キャリア支援センター
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院内エキスパートナースコース
「せん妄ケアコース」

平成29年度院内エキスパート
ナースコース「せん妄ケアコー
ス」が5月の報告会を経て全課程
を修了し、3名の院内エキスパー
トナースが誕生しました。

最初はまず講義から・・・ 先輩に患者役を行ってもらい演習 先輩のデモンストレーション くり返し演習！

▼ ▼ ▼

5月に行った泌尿器科・麻酔科看護室の学習会にお邪魔しました！
テーマ「ボディメカニクスを活かしたトランスファー」 対象：新人 他

・学生時代に学んだが忘れていることもあり、早い時
期に学習会を通して具体的に復習、演習ができたの
で良かった

・改めて細かい所まで日々疑問に思っていたことを聞
くことができて良かった

・学習会後はもう少し自信を持って介助できると思う

新人看護師 先輩看護師

・忙しい業務の中で時間をとって教えることが難しいの
でこのような機会があって良かった

・安全で正しい動きを知っていればどんなことにも対応
できるので基本を押さえることが大切だと思う

・新人と楽しく交流でき関係性も良くなるので良かった

企画者の願い

フィジカルアセスメントⅠの演習風景

働き続けるママ＆パパのための
ママフレンズサポートブック ～妊娠・出産・育児と仕事の両立に向けて～

フレンズインタビュー

この度、「妊娠・出産・育児と仕事の両立」と「男性看護職員の育児と仕事の両立」の支援
としてママフレンズサポートブックを作成しました。妊娠・出産・育児に関する様々な規程
のほか、先輩ママ・パパの1日のタイムスケジュール、職場復帰に関するQ&Aなどを掲載し
ました。女性看護職員だけではなく男性看護職員にも活用できる情報が満載です！
妊娠した女性看護職員または配偶者が妊娠した男性看護職員は、看護部管理室で受け取り、
ぜひご覧ください。

私たち新規採用看護職員です！


